
2018 University of Chicago Reading Kuzushiji Workshop 

6 月 14 日（木曜）・15 日（金曜） 全体クラス（担当：荒武賢一朗） 

☆今年の全体クラスについて 

【事前】 

・予習をしっかりおこなう。読めないところは「□」「？」にして、読める文字をできるだ

け翻刻する。 

・文書の keywordは何か？ テキストを書いた人物は何を伝えたいのか？ 

 →イメージを作りながら、読んでいくこと。 

・繰り返し出てくる文字に注意する。 

・読める単語があれば、日本語の辞書で調べてみる。 

 

【クラス】 

①テキストについて簡単な説明 ②テキストの解読 

③テキストの解説       ④受講者の質問 

 

【テキストの概要】 

・6月 14日 Warm up1：『古今新製名菓秘録』（書籍） 

 ①＝絵の中に書かれている文字を読む 

 ②この書籍に出てくる単語を読む 

・6月 15日 Warm up2：くずし字の辞書を使いながら単語を読む 

 

・All01：（宮城県白石市）一條家文書 419「一條氏家譜」 

 現在の宮城県白石市にある鎌先温泉で旅館を経営する一條家の歴史 

 初代から 5代までの履歴（江戸時代初期～前期） 

・All02：一條家文書 414-2「願書留」 

 江戸時代後期：一條家が領主に協力することを伝える文書 

・All03：（宮城県）志賀家文書 1-64 

 江戸時代中期：神社の神官に関する文書 

・All04：石見国（現在の島根県）宅野浦（たくのうら）森山家文書 

 江戸時代後期：1～22＝食べ物 23～33＝人名 

・All05：下総国（現在の千葉県）藤代宿・横瀬家文書 4698 

 安政 2年（1855年）10月 2日 安政江戸地震に関する記録 

・All06：信濃国松代・真田家文書か 702 

 安政江戸地震の翌年 2月、真田幸教（松代藩主）が幕府に提出した文書 

・All07：河内国（現在の大阪府）志紀郡太田村・柏原家文書 47-24-2 

 江戸時代の人口調査に関する文書 

・All08：出羽国（現在の山形県）村山郡山家村・山口家文書 4447 

 江戸時代後期：年貢（税金）の納入方法に関する文書 

 


